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この記事は IBM® Rational® Software Analyzer の静的解析機能について解説する

４部構成の記事の 1 番目のものです。ここでご紹介する静的機能のサブセットは

Rational® Application Developer および Rational® Software Architect にも含まれ

ています。ここでは、静的解析のハイレベルな概念にフォーカスして説明します。 
本シリーズ中の他の記事では、いくつかの分析機能の使い方および拡張方法につ

いて解説します。この製品の全ての機能を使いこなしたい方に中、上級レベルの

機能を学習する助けになります。 
 
原文 URL: 
http://www.ibm.com/developerworks/rational/library/08/0429_gutz1/ 
 
テクノロジー業界で働く人なら誰でも、自分たちを最高の開発者だと考えるもの

で、ほとんどの部分においてそれは正しいです。しかしながら、どれだけの教育

や訓練を受け、集中して作業しても、私たちはバグのあるコードを書き続けます。 
ほとんどのソフトウェア・アプリケーションはそれほどに複雑になりました。要

求を理解し、それに合わせて意図しない動作やバグがないソースコードを書くこ

とは、事実上不可能とも言えます。 
 
あなたの組織のミッション・クリティカルなアプリケーションのことを考えてみ

てください。数百のクラスや数千行ものコードで作られていることでしょう。そ

のような複雑なシステムを理解し、実装するのを助けるため、この業界で我々は

アジャイル開発プロセスのような新しいテクニックを作り上げました。短い期間

の反復型開発とピアコードレビューをもってしても、私たちが顧客に納品するソ

フトウェアには依然として多くの欠陥が潜んでいることでしょう。現在の開発プ

ロセスは十分なものではないのです。だんだんと静的解析ツールの助けが必要に

なってきているのです。 
 



私たちは何十年も動的開発ツールを使ってきました。誰もがランタイム・デバッ

ガーでコードをデバッグし、コードプロファイラーでパフォーマンスボトルネッ

クを発見してきました。しかしこれらのツールは修正にコストがかかる開発サイ

クルの遅い時期にしか使用できません。問題を発見するのにベストなタイミング

は、まさにソースコードをレビューする時なのです。静的解析ツールを使うこと

により、多くの手戻り作業の原因となる問題を自動的に取り扱うことができます。 
ただし、静的解析ツールはコード品質改善のための別手段であるわけではないこ

とを心にとどめてください。手作業のコード・レビューの完全な代替となるもの

ではありません。 
 
この記事は、IBM® Rational® Software Analyzer という静的解析ツールを紹介し

ます。目的は、自動化されたコード解析について易しく解説し、ソフトウェア開

発プロセスにもたらすメリットを説明することです。 
Rational Software Analyzer はコード品質の改善を自動化するプロセスを促進、単

純化するために設計されています。最初は他の Rational ツール（Rational® 
Application Developer や Rational® Software Architect のような）に静的解析機能

を統合するための API とユーザー・インターフェースでしたが、現在では単独で

完全な機能を提供する製品へと進化を遂げました。Analyzer は開発者が自動化さ

れたコード・レビューや構造解析といった機能を日々の開発プロセスに取り込む

ことを容易にします。 
 

我々が“静的解析”によって意味するもの 
静的解析の解釈は人によってさまざまです。もしあなたが製品の観点に立てば、

何十もの会社が静的解析ツールを販売しているのに気づくことでしょう。静的解

析の概念がとても広範囲であるためにマーケットには多くの会社が参入している

のです。ある会社は C++のコード・レビューのみにフォーカスし、一方で他の会

社は Java 開発言語のソフトウェア・メトリックのみを提案します。Web アプリ

ケーションのセキュリティ問題のみを解析する、依存問題のためだけにソースコ

ードをスキャンする、などなど。このように、静的解析は多様かつ混乱した、分

類が必要なコンセプトとなっています。 
 
それでは、静的解析とは何でしょうか。静的解析は、変化していないものの研究

を意味します。しかし、ソフトウェア用語では、この定義はソースや現在動作し

ていないバイナリー・コードを研究するものとして洗練することができます。 
コードを動作させて分析するためにはデバッガーやプロファイラーが必要です。

しかし、コードを動作させず、あるいはコンパイルさえしていなくても、あなた

はコードから多くのことを学ぶことができます。 
 



例えば、プログラムのための全てのソース･ファイルを単純に構文解析すれば、ソ

ースコードが予め定義されたコーディング標準に準拠しているかどうかを確認す

ることができます。また、結果に変更がないのに同じメソッドを何回も呼んでい

るような、よくあるパフォーマンス問題についても検出することができます。 
 
多くのタイプの静的解析がありますが、提供する価値に基づいていくつかの共通

のカテゴリーに分割することができます。もちろん、他にも多くの種類の静的解

析が存在しますが、表１は Rational Software Analyzer に関する一連のこのシリ

ーズの記事の主題である静的解析の主要なタイプと様式を捉えています 
 
表１．静的解析のカテゴリー 
Type Value 
コード・レビュー このタイプのツールはコードの構文解析を自動化し、所定の

ルールセットに違反するコード・パターンを探すという典型

的なものです。C++のような言語では、多くのルールがコン

パイラーに組み込まれ、あるいは Lint のような外部プログ

ラムとして利用可能です。Java のような言語では、コンパ

イラーは自動化されたコード・レビューの役目をほとんどし

ません。 
コード依存関係 個々のソース･ファイルのフォーマットを調査するのではな

く、コード依存関係ツールはプログラムの全体的なアーキテ

クチャーのマップを作るためにクラス間の関係を調査しま

す。コード依存関係ツールは主に、広く知られている良いデ

ザイン・パターンと悪いアンチ・パターンをコードから発見

します。 
コードの複雑さ 複雑さツールはプログラムを解析し、所定のソフトウェア・

メトリックと比較して不必要に複雑でないかどうかを判定

します。もしコードの特定の部分がしきい値を超えれば、メ

インテナンス性を改善するためのリファクタリングの候補

として識別され得ます。 
トレンド トレンド分析は直接コード成果物を使用しません。 

むしろ、他の分析に基づき、コード品質の改善やデグレード

を調べます。（特に他の分析の結果を分析します。） 
これらのツールから作成される結果は品質改善の方向性を

示しており、「コードは良くなっているのか悪くなっている

のか？」という説明に答えられるので、開発者よりもむしろ

マネージャーやエグゼクティブや顧客によりアピールしま

す。 
 



静的解析のメリット 
この記事では既に、開発プロセスに静的解析を取り入れたほうがよい理由につい

て触れました。繰り返すと、２つの基本的で注目すべき理由があります。時間を

節約することと、お金を節約することです。静的解析ツールによる時間の節約は

とても明確でしょう。少ない時間でよりよい品質のコードを得ることができます。

IBM 社内での使用も含む多くの事例は、単純なコード・レビューの自動化だけで

も、コードの欠陥のうち 5～10％を発見できることを示唆しています。 
 
同じ事例は、顧客から報告される１つの欠陥は、1 万 2 千～1 万 8 千 US ドルも

のコストを消費し得ることを示唆しています。ライフサイクルで数千もの欠陥を

持つ典型的な大きなソフトウェアを考えると、自動化されたコード・レビュー・

ツールが 270 万 US ドルのうち 60 万 US ドルを節約できることがわかるでしょ

う。 
こうしたパーセンテージやコストをあなたが信じるかどうかにかかわらず、静的

解析ツールによるコスト削減のポテンシャルは驚異的なものです。 
 
確かに、顧客によって報告される欠陥の減少はコストを削減する最も明らかな手

段であり、一般的には包括的なテスト・プロセスにより達成します。しかしなが

ら、コード・レビューのような静的解析ツールはさらにいっそうコストを削減す

る方法となるでしょう。 
 
私たちは皆、図１に示したようなグラフを見てきました。その理論的根拠につい

て異論を唱える人はほとんどいないでしょう。開発プロセスのより早期に欠陥を 
発見することはコストを抑えます。そして、シンプルで自動化されたコード・レ

ビューを使用することによって、プロジェクトのコーディング・フェーズから---
おそらくは、開発者がコードをタイプしている間にさえ---欠陥を探し始めること

ができます。 
 
図１. 開発ライフサイクルの異なる段階で発見された欠陥の修正コストの比較 

 
 



ですが、明白とはいえないかもしれない節約の別の面があります。これまでのと

ころは、我々は、開発者が静的解析を使うことによって時間とお金を節約できる

ことに注目しました。しかし、顧客はどうでしょう？ あなたのソフトウェアが

顧客に余計な時間またはお金を負担させることになれば、彼らは、喜んであなた

を告訴することでしょう。あなたは信頼性が高いという評判によって、顧客にソ

フトウェアを買って使って欲しいはずです。開発プロセスに静的解析を追加すれ

ば、顧客も時間とお金のアドバンテージを得ます。高品質なコードは、顧客がレ

ポートした欠陥を、修正されるまで待っている時間を無駄にしないことを意味し

ます。さらに言えば、顧客の収益力は待っている間にも妨げられます。 
 
Rational Software Analyzer は下記のような要求を満たすようにデザインされて

います。 
 第一に、Eclipse や、Rational Software Architect・Rational Application 

Developer のワークベンチとタイトに統合すること。これにより、開発者は

コードを書いている時に静的解析機能にフルアクセスすることができます。 
 第二に、既存のビルドシステムと統合できるよう、コマンドラインまたは ANT

タスクとして利用できること。完全な API が、ビルトインの解析だけではな

く、独自の利用方法にも対応します。 
（※Enterprise Edition のみ） 

 最後に、解析結果を抽出してワークベンチ内と HTML のようなエクスポート

されたフォームでレポートを生成できること。これにより、開発者、マネー

ジャー、エグゼクティブがコード品質の全てを評価できるようになります。 



解析を実行するためのルールを定義する 
ワークベンチから Rational Software Analyzer を使えるようになったら、

Java,Debug,C++,Plugin 開発パースペクティブに新しいメニューとツールバーオ

プションが追加されます。他のパースペクティブでは、手動でフィーチャーを使

えるようにする必要があります。 
 
1. Eclipse のメニューバーから Window > Customize Perspective を選択する 

（図 2 を参照） 
 
図 2. パースペクティブオプションのカスタマイズ 

 
 
2. ダイアログが表示されたら、Commands タブを選択し、Rational Software 

Analyzer チェックボックスをクリックする。 
3. OK をクリックする。（図 3） 



 
図 3. Commands タブ 

 
 
Eclipse のツールバーとメニューに静的解析が追加されます。これにより、分析構

成を作成、更新、実行することができます。 
 
4. Run > Analysis メニューを選択してメイン分析構成ダイアログを表示する 

。 
 
Eclipse ワークベンチでコードを実行したりデバッグしたりする際に使用するの

と非常によく似たダイアログが表示されます。簡単に使えるようにするため、既

に使用しているダイアログに似せて機能をデザインしてあります。ダイアログの

左上にあるボタンを使って分析構成を追加したり削除したりすることができます。

分析構成は適切な名前をつけて、どのような形態の分析をどのルールを使用して

どの範囲（例えば、プロジェクトやワーキングセットやワークスペース全体）に

実行するかを決定します。 
 
5. 分析構成を開始するには、分析構成ダイアログの左側にある分析構成リスト

から Rational Software Analyzer を選択し、New ボタンをクリックします。 
 



ダイアログの右側の画面が基本的な構成を行う画面に変わります。 
 

分析を構成する 
分析構成を作る最初の一歩は分析対象となるデフォルトのリソース範囲を決定す

ることです。スコープタブから希望する範囲を選択することができます。選択可

能なオプションは、ワークスペース全体、ワーキングセット、プロジェクトのセ

ットのいずれかです。 
 
1. 新しい構成を作成し、図 4 のように、スコープタブでワークスペース全体を

選択する。 
 
図 4. 分析の範囲を決定する 

 
 



ルールタブで、実行したい分析の形態を指定します。このタブは分析要素を選択

したり選択解除したりできるディレクトリ（ツリー）を表示しています。また、

ルール選択の内容をインポートしたりエクスポートしたりするボタンも備えてい

ます。ツリーの最上位のノードは解析フレームワークが認識する解析ツールのタ

イプを表現する分析プロバイダーです。プロバイダーはカテゴリーを含みます。

ルールは、解析の結果の状態を定義します。 
 
ツリーの各ノードのチェックボックスは有効か無効かを選択できるようになって

います。子ノードは親ノードと同じ状態に設定されます。例えば、 
 
2. Java コード・レビューブランチ全体を選択する 
注： 
ルール数が図 5 のダイアログに表示されているものと異なっても心配しないでく

ださい。解析機能は複数の Rational プロダクトで利用され、含まれるルールは可

変です。 
 
図 5. 分析構成ダイアログ 

 
 



 
いくつかのルールには追加の構成オプションがあります。このケースでは、ルー

ルタブに表示される最下層のルールに設定項目があります。設定する内容がない

場合はこの部分は空白になります。図 6 は Java メトリック・ルールのパラメー

ターの一例です。 
 
図 6. ルールパラメターの例 

 
 



解析を実行して結果を表示する 
1. 解析を実行するには、Analyze ボタンを押します。 
 
Eclipse ワークベンチに解析結果のビューが表示されます。どんな解析を選んだか

によって、結果のビューは異なります。例えば、Java コード・レビューで提供さ

れるルールであれば、結果は複数のフォーマットで見ることができます。（例え

ば、テーブル、もしくはツリー） 
 
図 7 にあるように、分析構成が複数の分析タイプを含む場合には（この場合はコ

ード・レビューとアーキテクチュアル・ディスカバリー）、結果のビューは分析

プロバイダー毎のタブで表示されます。 
 
図 7. Java コード・レビュー結果ビュー 

 
 
ヒント： 
結果を右クリックすると問題が発生しているソースコードの表示や、クイックフ

ィックスといったタスクを実行することができます。クイックフィックスは、特

定のルールに用意される、比較的単純な問題を自動的に修正する機能です。 
 
2. もし、Quick Fix メニューオプションが使用可能であれば、選択することで問

題を訂正することができます。 



図 8. Quick Fix オプション 

 
 
ビューワーが結果を描写するために使用するのはデータタイプ毎の機能であると

いうことに注意してください。結果を参照するとき、エディターでテキストがハ

イライトされたソースファイルや、UML ダイアグラムや、統計データのテーブル

が表示されます。結果を見るのに共通の方法はありません。それは、ルールの記

述者によって決定されます。Java コード・レビュープロバイダーでは、全ての結

果は編集可能な Java ソース･ファイルとして表示されます。 

エクスポートとレポート 
その他に結果ビューで利用可能な 2 つの機能があります。（実行した解析のタイ

プに依存します）データのエクスポートとレポートです。 
 
データエクスポートによって、解析結果をそのまま XML のようなファイルへエ

クスポートすることができます。エクスポートされるデータのタイプは解析プロ

バイダーによって決定されており、データエクスポートのリストとして提供され、

１つを選択して実行することができます。 
 



図 9. 解析レポートビュー 

 
 
多くの点で、レポートはエクスポートに似ています。実際、両方の機能はエクス

ポーターを共用します。しかしながら、レポートはローカルやリモート Web サ

イトに格納できるきれいなフォーマットのページを生成します。既存のレポート

ファイルを取り出して目的に合わせて更新することができます（例えば、会社の

ロゴを追加するなど）。生成されるレポートは図 10 や図 11 に似ているでしょう

が、レポートエンジンはフレキシブルなので他のバリエーションも利用可能です。 



図 10. Java コード・レビュー 

 
 
図 11. パイチャートで表示された Java コード・レビューの重要度サマリー 

 
 
 
 
 
 
 



（オプション）カスタムルールとカテゴリーの作成 
Rational Software Analyzer が提供するルールとサード･バーティが提供するルー

ルに加えて、カスタムカテゴリーとテンプレートベースのルールを、一行もコー

ドを書かかずに作成できます。新しいカスタムルールとカテゴリーを作成するに

は、 
 
1. Windows > Preference を選択して設定ページを表示します。 
2. 設定ツリーで Analysis > Custom Rules and Categories を選択します。（図

12 参照） 
 
図 12. 設定ダイアログの Custom Rules and Categories ビュー 

 
 
3. 新しいカスタムカテゴリーを追加するには、Add Category をクリックします。 
4. ルール作成ウィザードを開始するために Add Rule をクリックします。 
 
ウィザードの最初の画面でルールをどのカテゴリー・ツリーに配置するか指定で

きます。 
 
5. ウィザードの最初のページでカテゴリーを選択して Next をクリックします。 



6. ウィザードの 2 ページ目でルールテンプレートの一覧が表示されます。新し

いルールのベースとして利用したいルールテンプレートを選択します。 
 
全ての分析プロバイダーがカスタムルールをサポートしているわけではないこと

に注意してください。Java コード・レビューではいくつかのカスタムルールを提

供しています。 
 
図 13. カスタムルールの生成で利用できるテンプレート 

 
 
ウィザードの最後のページでルールテンプレートに定義された各パラメーターの

エントリが表示されます。図 14 の例では、選択されたルールテンプレートは 
1 つのパラメーターだけで定義されています。ですから、提供されたフィールド

に正しいクラス名を入力するだけで済みます。 
 
7. Browse ボタンを使って既存のクラスを選択するか、テキストボックスに有効

なクラス名を入力します。 
 
 
 



図 14. テンプレート値（パラメーター）設定ビュー 

 
 
8. Finish ボタンをクリックしてテンプレートベースのルールを生成し、ルール

ツリーに追加します。 
 
このルールは以降の解析構成で選択可能になります。 
 
次は 
 
この 4 パートからなるシリーズの第 1 の記事では、静的解析の概要を紹介し、開

発サイクルの早い時期にコード品質の問題を発見するのに役立つ Rational 
Software Analyzer の主要機能を説明しました。 
Part2 では Rational Software Analyzer の Java コード・レビューについてより詳

しく見ていきます。提供される API を使い、多様なデータを扱うルールテンプレ

ートやルールを作成できる拡張機能についても解説します。 
 

 Rational 製品評価版ダウンロードページはこちら 
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